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平
成
三
〇
年
一
月
、
御
年
頭
会
の
身
延
山
は
冬
晴
れ
の
光
に
溢
れ
て
い
た
。
梅
平
を
走
る
車
か
ら
波
木
井

の
山
を
見
て
い
る
と
、
五
〇
年
余
り
前
の
本
妙
庵
の
光
景
、
日
臨
（
一
七
九
三
│
一
八
二
三
）
が
坐
っ
た
と

い
う
地
中
の
禅
定
窟
や
彼
が
見
た
で
あ
ろ
う
富
士
川
の
流
れ
が
目
に
浮
か
ん
だ
。
そ
の
頃
の
本
妙
庵
は
室
住

一
妙
先
生
が
居
住
さ
れ
た
あ
と
を
日
高
白
象
師
が
守
っ
て
い
た
。
私
は
日
高
師
か
ら
「
醍
悟
園
本
妙
庵
」
の

鮮
や
か
な
朱
印
が
押
さ
れ
た
一
冊
の
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』〔
以
下
、
臨
全
〕
を
い
た
だ
い
た
。
時
折
ペ

ー
ジ
を
め
く
り
、
室
住
先
生
の
言
う
「
本
妙
さ
ん
」
の
心
に
ふ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
今
、
日
臨
の
略
年
表
（
臨
全
）
を
み
る
と
、
日
臨
の
生
ま
れ
た
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
は
、「
不
受

本
妙
日
珠
強
義
を
以
て
幕
府
を
諫
暁
三
宅
島
配
流
」、
寛
政
七
年
に
は
「
春
京
要
法
寺
仏
像
を
廃
し
文
字
本

尊
を
勧
請
。
十
五
山
こ
れ
を
難
じ
。
紛
争
爾
来
数
年
解
決
せ
ず
。
八
月
幕
府
上
総
下
総
に
於
て
強
義
を
厳
禁
。

九
月
不
受
禁
制
出
づ
」、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
「
二
月
廿
六
日
事
成
日
寿
祖
書
綱
要
刪
略
の
業
を

終
了
　（
略
）
十
一
月
身
延
、
池
上
、
妙
満
寺
よ
り
檀
林
修
学
、
階
級
住
職
次
第
衣
帯
等
の
調
書
を
寺
社
奉

行
へ
提
出
」
と
、
教
団
の
動
き
が
伝
わ
る
。

巻
頭
言

　
私
た
ち
の
生
き
方
を
問
う

　
　

│
本
妙
日
臨
と
優
陀
那
日
輝
の
場
合

│

 

　
現
代
宗
教
研
究
所
長
　
三
　
原
　
正
　
資
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寛
政
八
年
に
は
「
八
月
十
六
日
女
犯
の
僧
七
十
余
人
を
日
本
橋
に
晒
す
」
な
ど
の
事
件
が
仏
教
界
を
揺
が

せ
た
。
社
会
で
は
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
は
「
正
月
平
田
篤
胤
出
定
笑
語
附
録
を
出
版
本
宗
を
誹
謗

す
」
と
本
宗
批
判
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
の
中
で
二
〇
代
に
入
っ
た
ば
か
り
の
日
臨
は
行
学
に
精
進
し
た
。

　 

　
甲
州
へ
参
り
、
様
子
承
り
候
て
、
雨
端
と
申
処
の
奥
山
へ
参
り
、
先
づ
七
日
七
夜
の
行
い
た
し
候
、
此

地
は
真
に
人
倫
絶
た
る
処
に
て
、
思
の
侭
に
修
行
相
成
候
、
其
上
仏
祖
の
感
応
唐
捐
な
ら
ず
、
僅
か
に
七

日
七
夜
の
唱
題
三
昧
に
て
、
修
行
験
こ
れ
あ
り
候
、
因
て
山
を
出
候
て
、
身
延
山
の
内
閑
静
な
る
地
を
借

り
、
爰
に
て
修
学
仕
罷
在
候
、（「
朝
田
薩
庵
に
与
ふ
る
書
　
其
一
」　
臨
全
）

　
こ
こ
で
日
臨
の
い
う
唱
題
三
昧
に
よ
る
「
験
」
と
は
何
か
。
蓑
輪
顕
量
師
は
従
来
の
わ
が
国
の
仏
教
界
が

は
ら
む
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　 

　
お
そ
ら
く
本
来
で
あ
れ
ば
、
観
か
ら
導
か
れ
る
慧
の
世
界
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
体
験
的
に
導
か
れ
る
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
学
解
に
よ
っ
て
行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
一
因
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　 

　
学
解
が
重
視
さ
れ
る
伝
統
が
、
日
本
の
仏
教
界
に
は
で
き
あ
が
り
（
平
安
時
代
の
桓
武
帝
の
頃
に
大
き

な
転
機
が
あ
る
こ
と
は
述
べ
ま
し
た
）、
そ
こ
か
ら
、
体
験
と
し
て
の
観
の
世
界
が
、
正
面
に
出
に
く
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。（『
仏
教
瞑
想
論
』　
春
秋
社
　
二
〇
〇
八
）
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日
臨
の
い
う
「
験
」
と
は
唱
題
三
昧
か
ら
生
じ
た
、「
観
か
ら
導
か
れ
る
慧
の
世
界
」
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
即
身
成
仏
で
あ
り
、
彼
の
場
合
、
雨
乞
い
や
人
々
の
救
済
の
行
動
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　「
身
延
日
修
上
人
説
教
記
録
　
明
治
庚
寅
廿
三
年
十
月
廿
九
日
　
於
波
木
井
本
妙
庵
随
行
　
某
記
」（
臨

全
）
の
中
に
は
、
日
臨
遷
化
の
年
は
「
予
が
生
誕
の
年
に
当
る
」
と
述
べ
、
身
延
山
七
五
世
法
主
三
村
日
修

師
（
一
八
二
三
│
一
八
九
一
）
は
日
臨
の
逸
話
を
語
る
。

　 

　
律
師
御
存
生
中
に
は
泊
り
掛
け
の
説
教
と
云
ふ
が
あ
り
て
、
夏
分
な
ど
近
村
の
者
共
に
徹
夜
法
話
を
な

さ
れ
て
仰
せ
ら
る
ゝ
に
は
、
各
々
倦
み
疲
れ
て
眠
を
催
せ
ば
其
処
に
寝
ら
る
べ
し
、
予
も
疲
る
れ
は
又
此

侭
高
座
の
上
に
眠
る
べ
け
れ
ば
と
て
、
或
は
眠
る
も
の
あ
り
、
或
は
覚
む
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
此
の
覚
む

る
者
の
為
に
御
説
法
な
さ
れ
、
師
御
自
身
も
眠
り
度
な
れ
ば
一
睡
し
て
、
覚
む
れ
ば
又
々
法
話
な
さ
れ
た

し
と
。

　
そ
の
法
話
は
日
臨
の
著
述
に
う
か
が
う
と
し
て
、
何
よ
り
も
、
こ
の
「
泊
り
掛
け
の
説
教
」
の
一
夜
に
即

身
成
仏
の
妙
相
を
観
た
い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
夜
の
聴
衆
の
中
に
堯
山
、
後
の
優
陀
那
院
日
輝
（
一
八
〇
〇
│
一
八
五
九
）
の
姿
を

想
像
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

　「
本
妙
尊
之
説
仏
祖
之
底
意
ニ
か
な
ひ
申
べ
き
事
の
み
ニ
て
落
涙
致
候
事
も
多
々
御
座
候
。」（「
堯
山
師
よ

り
野
口
寛
左
衛
門
に
贈
る
書
」　
臨
全
）
と
日
臨
に
師
事
し
た
日
輝
は
、
近
親
者
に
次
の
よ
う
に
信
仰
を
吐

露
し
た
。
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臨
終
之
用
心
第
一
也
、
妙
法
経
力
即
身
成
仏
と
信
し
な
か
ら
死
を
い
と
ひ
、
恩
愛
を
願
ひ
な
ば
是
転
倒

也
、
此
身
を
す
て
奉
な
ば
、
妙
法
受
持
の
功
徳
に
因
て
直
に
仏
と
な
り
、
大
菩
薩
と
共
に
有
縁
無
縁
の
衆

生
を
利
益
せ
ん
と
楽
み
に
思
ふ
て
、
今
生
の
夢
中
の
煩
悩
に
心
を
不
止
、
唯
一
心
に
妙
法
を
念
唱
し
玉
ふ

べ
し

　（「
堯
山
師
よ
り
母
公
及
兄
上
に
寄
す
る
法
門
」　
臨
全
）

　
こ
の
波
木
井
か
ら
送
ら
れ
た
若
き
日
輝
の
書
簡
は
心
を
う
つ
。

　
さ
て
、「
祖
書
は
末
法
の
妙
経
な
り
」（「
朝
田
薩
庵
に
与
ふ
る
書
　
其
一
」　
臨
全
）
と
仰
ぐ
日
臨
と
、
富

永
仲
基
や
平
田
篤
胤
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
大
乗
非
仏
説
論
を
う
け
て
、「
作
者
釈
尊
ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
経
文

ニ
順
ジ
テ
釈
尊
ノ
説
ト
ス
ル
ニ
何
ノ
不
可
カ
ア
ラ
ン
。
経
ハ
作
者
ニ
ハ
拘
ハ
ラ
ズ
唯
タ
其
理
ヲ
勝
ル
ゝ
ヲ
取

テ
可
ナ
リ
」（『
庚
戌
雑
答
』　
充
洽
園
全
集
〔
以
下
、
充
全
〕
四
）
と
応
じ
た
日
輝
の
姿
勢
に
は
時
代
の
条

件
に
よ
る
相
違
が
う
か
が
え
る
。
源
了
圓
氏
は
「
儒
教
合
理
主
義
の
知
的
洗
礼
を
受
け
た
日
本
人
は
、
も
は

や
迷
信
も
中
世
的
世
界
観
も
信
じ
な
か
っ
た
」（『
徳
川
思
想
小
史
』　
中
公
新
書
　
一
九
七
三
）
と
論
じ
た
。

　
日
輝
は
、
か
つ
て
仏
教
の
三
世
観
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
（『
最
実
事
論
』　
充
全
四
）
と
述
懐
し
、

　 

　
後
五
百
歳
宗
門
草
創
ノ
時
ハ
…
…
口
業
唱
題
ヲ
先
ト
ス
ル
ナ
リ
。
今
時
王
法
隆
盛
文
華
興
茂
ノ
時
ニ
至

テ
ハ
…
…
意
業
最
モ
精
進
ス
ベ
シ
　（『
双
照
事
観
修
相
篇
』　
充
全
四
）

　
と
考
え
、
本
宗
僧
侶
が
仏
教
＝
法
華
経
の
思
想
を
体
現
し
、
社
会
へ
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。

　「
全
仏
　
仏
歴
二
五
六
一
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
」（
全
日
本
仏
教
会
）
の
中
で
、「
僧
侶
の
社
会
貢
献
と
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は
な
ん
で
す
か
」
と
問
わ
れ
た
蓑
輪
顕
量
師
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　 
　
人
々
が
悩
み
や
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
他
者
の

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
、
仏
教
の
社
会
貢
献
だ
と
考
え
ま
す
。
中
村
元
先
生

は
「
社
会
に
対
し
て
良
質
な
価
値
観
を
提
供
す
る
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
輝
は
自
ら
修
し
た
事
観
の
慧
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

　 

　
夫
現
前
事
相
ノ
妙
法
ヲ
観
ス
ル
ニ
天
気
地
味
山
薬
海
藻
食
シ
来
テ
自
己
ノ
身
肉
ト
ナ
リ
、
自
身
ノ
皮
膚

毛
爪
垢
穢
便
塵
下
シ
去
テ
千
山
万
田
人
民
鬼
畜
ノ
食
因
ト
ナ
リ
肉
因
ト
ナ
リ
、
又
天
雨
海
水
渓
流
叢
露
来

テ
自
己
ノ
潤
膏
ト
ナ
リ
…
…
（『
妙
宗
本
尊
略
弁
』　
充
全
三
）

　
現
代
の
生
態
学
の
記
述
と
見
ま
ち
が
う
よ
う
だ
。
ま
た
「
本
宗
ノ
学
者
日
々
ニ
教
相
ヲ
論
ジ
テ
修
行
ヲ
進

メ
ズ
」（『
教
観
進
退
略
鈔
』　
充
全
四
）
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
日
の
私
た
ち
に
迫
る
。

　『
ブ
ッ
ダ
た
ち
の
仏
教
』（
ち
く
ま
新
書
　
二
〇
一
七
）〈
あ
と
が
き
〉
に
、「
長
年
宗
門
系
大
学
の
教
員
と

し
て
仏
教
学
研
究
と
教
育
に
携
わ
り
、
外
か
ら
で
は
あ
る
が
、
宗
派
や
寺
院
、
僧
侶
な
ど
仏
教
界
を
み
て
き

た
」
と
い
う
著
者
・
並
川
孝
儀
氏
は
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。

　 

　
仏
教
と
は
仏
教
者
の
生
き
方
そ
れ
自
体
を
問
う
た
宗
教
で
あ
る
の
で
、
今
の
仏
教
を
問
う
こ
と
は
取
り
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も
直
さ
ず
僧
侶
の
生
き
方
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。（
略
）
こ
う
し
た
問
い
か
け
は
現
代
に
お
い
て
僧
侶
と

は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
そ
の
存
在
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
帰
結
す
る
。

　
だ
が
、
人
口
減
少
の
影
響
に
怯
え
る
私
た
ち
に
、
問
い
か
け
る
力
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
五
〇
余
年
前
、
身
延
山
短
大
の
今
は
消
滅
し
た
木
造
の
富
田
校
舎
一
階
東
端
に
、
和
本
の
一
切
経
が
置
か

れ
た
研
究
室
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
室
住
先
生
は
私
に
「
ウ
ダ
ナ
さ
ん
っ
て
エ
ラ
イ
人
だ
な
」
と
つ

ぶ
や
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　「
エ
ラ
イ
」
僧
侶
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
。
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
よ
う
で
は
な
い

か
。
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